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論文審査の要旨

熱傷深度判定は専門医の経験に基づいた肉眼的観察法によりなされているこ

とが多いが、その精度は 60~70出と必ずしもよい結果とはいえない。また， 客

観的評価法として確立されている laser Doppler Imaging(LDI) は深度判定の精

度は良好であるが、測定時聞が長く、装置の操作が煩雑である問題点がある。

本研究は近年、救急集中治療領域で様々な有用性が報告されている近赤外線

分光法 (NIRO) による局所酸素飽和度(regional saturation O2: rS02) を用いて

LDI よりもより簡便に熱傷深度判定の可能性に関して検討されたものである。

著者らは四肢の熱傷創部 50 部位に対して、 LDI によって得られた局所組織血

流(regional tissue blood flow: rTBF) とNIRO で得られた rS02 との関係、およ

びrTBF と(熱傷創部の rS02) / (対側健常皮膚の rS02) との関係を検討したと
， 

ころ、どちらも有意な相関 (r=0.755 ，pくO. 001/r=0. 678 ，pく0;001) を認めたこと

を示した。熱傷深度が深くなるにつれて，熱傷を受けていない深部においても

血流低下が生じて深部の動静脈を含む全組織の rS02 が低下すると考察している。

本研究はNIRO による rS02 がより簡便で、新たな熱傷深度判定方法となりうると示

唆しており、熱傷治療において有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに救急医学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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